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1 概要 

 

海外への送金依頼やご依頼内容・取引状況の照会などを行うことができます。 

 

 

新規の取引を１件ごと個別に依頼できます。>>>>> P.51 参照 

依頼した取引はテンプレートとして登録することができます。 

利用頻度の高い取引はテンプレート登録しておくと便利です。 
>>>>> P.149参照 
テンプレート登録した依頼内容は、次回以降の依頼時に読み込むこ

とで、入力の手間を省くことができます。>>>>> P.150参照  

お客さま社内で作成途中の状態となっている取引や当行が返却（差

戻し）を行った取引について修正・再依頼、または削除することが

できます。 

修正・削除できるのは、取引の作成者ご自身のみです。 
>>>>> P.60 参照 

 

ご自身が作成した取引、またはご自身が承認者に指定された取引を

照会することができます。 

「全取引照会」の取引権限を保有するユーザは、他ユーザ作成分を

含むすべての取引を照会できます。 

ご依頼内容や取引状況のほか、当行での取引結果（計算書）などを

確認することができます。 
>>>>> P.62 参照 

ご自身が承認依頼を行った取引について、引戻し（取下げ）を行う

ことができます。>>>>> P.66 参照 

引戻しを行った取引は「作成中取引の修正・削除」から、修正・再

依頼、または削除することができます。>>>>> P.60 参照 

定期的な取引の依頼内容をテンプレート（雛型）として事前に登録

することができます。 

登録したテンプレートは依頼画面で呼び出すことで、入力の手間を

省くことができます。 

テンプレートは、修正・削除を行うこともできます。 

 

  

送金依頼[画面入力] 

作成中取引の修正・削除 

取引照会 

承認待ち取引の引戻し 

テンプレートの登録 

テンプレートの照会・修正・削除 
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2 操作手順 

 

2.1  送金依頼（画面入力） 

2.1.1  メニュー［仕向送金］＞［仕向送金］＞［送金依頼[画面入

力]］を選択します。 

 

2.1.2  依頼内容を入力し、［内容確認］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

を入力する 

送金指定日、お客様整理番号、送金種類を入力して

ください。 

※送金指定日は、1ヶ月先までの日付（金融機関営

業日）が指定可能です。 

 

➢送金指定日に日本の休日を指定することはできません。 

基本情報 １ 

  
 

 注意 

１ 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

を入力する 

送金通貨、送金金額入力してください。 

を入力する 

送金代り金の引落口座を指定してください。 

を入力する 

送金代り金の決済方法、金額、予約番号を入力して

ください。 

※分割決済を行う場合は、「行の追加」ボタンを押す

と2行目以降の入力欄が表示されます。 

➢入力欄の背景色は以下のとおりです。 

背景色 内容 説明 

オレンジ 必須入力 必ず入力してください。（入力後は白色表示となります。） 

灰色 入力不可 入力できません。 

白 任意入力 必要に応じて入力してください。 

赤 エラー 入力エラー時に該当項目の背景色が赤色反転します。 
 

➢各入力欄には入力見本がグレー表示されていますので参考にしてください。（入力すると表示は消えますが、入力しなかった

場合は再び表示された状態に戻ります。） 

➢分割決済を行う場合は、金額欄の合計が送金金額（または円貨相当額）と同額になるよう入力してください。（入力欄は先頭

行から順に詰めて入力してください。） 

 メモ 

  
 

  
 

4 

3 

２ 

決済方法 

3 

送金金額 

支払口座 
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6 

受取人の入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[フル構造化住所] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

を入力する 

お受取人の氏名（企業名）、国名を入力してくださ

い。 

を入力する 

住所の入力は次の「セミ構造化住所」と「フル構造

化住所」のいずれかで入力します。 

１．セミ構造化住所で入力する方法 

① 必須の住所項目（国ごとに異なります）を入

力します。 

② 必須以外の残りの住所を「その他住所」へ入

力しまます。 

住所情報の全文字数（区切り文字を含む）が

105文字を超える場合は次のフル構造化住所

で入力してください。 

 

２．フル構造化住所で入力する方法 

① 受取人住所欄の右端の「 ＋ 」をクリックし

住所の詳細項目を表示します。 

② 各住所項目を入力します。 

フル構造化住所では項目「その他住所」は入

力は不可です。入力するとセミ構造化住所と

して処理されます。 

５ 

6 

  

 

  
 

入力不可 

6 

受取人住所 

受取人名、国名 5 
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最終受取人の入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最終受取人は、最終的に送金資金を受取る

方が、受取人欄に入力した送金受取人と異

なる場合に入力します。 

※任意項目です。 

最終受取人を入力する場合 

       を選択する 

入力欄が表示されるので、最終受取人の氏名（企業

名）、国名、住所などを入力してください。最終受

取人の住所の入力はフル構造化住所のみとなりま

す。 

7 

  
 

  
 

入力する ７ 
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※ 受取人口座が IBANの場合は必ず「IBANコード」を入力してください。 

IBAN コード(International Bank Account Number)とは、口座保有金融機関の所在国、銀行名、支店名、および口座番

号を特定するための国際標準です。 

※ 「BIC（SWIFT）コード」のある送金先銀行は必ず「BIC（SWIFT）コード」を入力してください。 

「BIC（SWIFT）コード」が 11桁の場合で末尾3桁が「XXX」の場合は、末尾3桁「XXX」を除く 8桁で入力してください。末尾

が「XXX」でない場合は11桁で入力可能です。 

※ 「IBAN コード」、「 BIC（SWIFT）コード」で取得される銀行情報は SWIFT のシステムに登録された銀行情報です。必ずしも受

取人の受取口座の支店名、住所等と一致しません。これは INVOICE 等に記載された受取人口座情報の「BIC(SWIFT)コード」

等が外国送金を処理する部署・センターの場合があるためです。 

 

9 

10 

11 

送金先銀行の入力 
送金資金の着金遅延や返金等を回避するため正確な入力をお願いします。また次の重要事項もご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       を入力する 

１）IBANの場合 

「IBANコード」を選択し IBANを入力します。 

IBAN入力後、右側の「IBANから銀行情報取

得」をクリックすると送金先銀行の銀行情報が取

得され銀行名・住所等に反映します。 

※銀行情報取得方法は>>>>> P160 参照 

２）IBAN以外の場合 

「その他の口座番号」を選択し口座情報を入力し

ます。 

国内向けの送金の場合（送金先銀行、支店が日本

国内である送金）は、店番の入力が必須です。店

番についてはお受取人の方へお問い合わせいただき

正確にご入力ください。 

を入力する 

送金先銀行の「BIC（SWIFT）コード」を入力し

「BICから銀行情報取得」ボタンをクリックすると

銀行名や住所等を取得し画面に反映されます。 

「BIC(SWIFT)コード」が不明な場合は、「銀行情報

を入力して検索する」から銀行名等で銀行情報を検

索し取得できます。 

           の入力 

米国の「ABA ナンバー、CHIPSコード」、オー

ストラリアの「BSBコード」等の入力が必要な場

合、海外各国決済システム別決済機関を一覧から選

択し、銀行コードを入力します。 

 

送金先銀行が「BIC（SWIFT）コード」がない場合

に銀行情報を直接入力します。 

➢ 「直接入力する」をクリックし銀行名、支店名、

住所情報を入力します。 

8 

9 

10 

11 

重 要 

  
 

  
 

BIC(SWIFT)コード 

受取人口座 8 

国別銀行コード 

直接入力する 
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経由銀行の入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経由銀行の入力が必要な場合に入力しま

す。 

経由銀行に入力できるのは      

「BIC（SWIFT）コード」がある銀行のみ

です。 

経由銀行を入力する場合 

を選択する 

入力欄が表示されます。 

を入力する 

経由銀行の「BIC（SWIFT）コード」を入力し

「BICから銀行情報取得」ボタンをクリックすると

銀行名や住所等を取得し画面に反映されます。 

「BIC(SWIFT)コード」が不明な場合は、「銀行情

報を入力して検索する」から銀行名等で銀行情報を

検索し取得できます。 

  
 

  
 

13 

12 

BIC（SWIFT）コード 

12 

 

入力する 

13 
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送金目的・許可等の入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          を入力する 

送金目的、送金理由、送金理由コード、国際収支項

目番号、原産地、船積地、仕向地、外国為替及び外

国貿易法に基づく許可等を入力してください。 

送金目的が輸入または仲介貿易の場合は具体的商

品名を入力してください 

 

➢「送金理由」はリストから選択いただけます。 

「送金目的」を選択後、「カテゴリー」→「送金理由」の順に選択して、該当する商品または送金理由を指定してください。 

※海外には「送金理由」の選択欄横に表示される内容で通知されます。 

➢選択肢に該当がない場合は、「その他」を選択すると直接入力可能となりますので、英字で入力してください。 

※海外には入力内容が通知されます。 

➢リスト選択を行わず直接入力する場合は、「直接入力する」をチェックし英字で入力してください。 

※海外には入力内容が通知されます。 

  
 

  
 

送金目的・許可等 14 
14 



4. 仕向送金 

2.操作手順 

58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                を入力する 

お受取人に通知する参照番号（取引識別番号など）

やその他のメッセージを入力してください。 

               を入力する 

送金先国により必要とされる場合、現地当局等が定

める送金目的コードやその他必要事項を入力してく

ださい。 

                 を入力する 

当行への連絡事項がある場合に入力してください。 

          を登録する 

送金内容の確認書類をファイルで添付することがで

きます。>>>>> P 155 参照 

ボタンを押す 

12 

13 

14 

  
 

15 

16 

17 

18 

19 

受取人へのメッセージ 

添付ファイル 

金融機関への連絡事項 

現地当局宛報告事項 

内容確認 19 

15 

16 

17 

18 
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1 

2.1.3  依頼内容を確認し、［実行］を押します。 

この画面では依頼内容の確認を行い、同意欄の内容についてご理解、ご確認いただいたうえで送金依頼を行い

ます。 

お客さまの承認パターンにより操作方法が異なります、初期設定「承認あり」の場合、この画面で依頼が完了

しても銀行への送金依頼は完了していません。（承認依頼が完了します） 

承認者に指定した方に承認を依頼してください。 

また送金資金の着金遅延や返金等を回避するため入力内容の十分な確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

をチェック 

「確認事項」をお読みいただいたうえでチェックし

てください。 

（同意いただけない場合はお取扱いできません。） 

承認パターンの設定内容により表示内

容が違います。 

➢ 承認ありの場合 

を入力する 

承認パターンに応じて、1 名または 2 名の承認者

をプルダウンから選択してください。 

・シングル承認の場合「承認者」 

・ダブル承認の場合「一次承認者」「最終承認者」 

➢ 承認なしの場合 

を入力する 

確認用パスワード、およびワンタイムパスワードを

入力してください。 

ボタンを押す 

承認ありの場合は承認依頼が承認なしの場合は送

金依頼が完了します。>>>>> P.35 参照  

➢お客さまが設定した承認パターンに該当する操作をしてください。>>>>> P.35 参照 

➢「承認者」欄には、お客さま社内で承認権限を保有するユーザがプルダウンで表示されますので、この中から承認者を選

択してください。 

➢ダブル承認の場合、「一次承認者」と「最終承認者」に、同一の承認者は選択できません。 

2 

 メモ 

4 

1 

同意欄 

承認者情報 2 

3 認証情報 

 「承認者情報」欄は、承認なしの場合は  「認証情報」欄が表示されます。 3 

実行 4 
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1 

 

2.2  作成中取引の修正・削除 

2.2.1  メニュー［仕向送金］＞［仕向送金］＞［作成中取引の修

正・削除］を選択します。 

 

2.2.2  作成中取引の一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修正、または削除したい 

リンクをクリック 

➢作成した以下ステータスの取引について、修正・削除が可能です。 

 ステータス 説明  

 保存中 一時保存した取引  

 引戻済み 承認依頼後、引戻しした取引（承認前）  

 差戻済み 承認者から差戻しされた取引（メールでお知らせします）  

 返却済み 当行から返却された取引（メールでお知らせします）  

➢「外為トップ」画面「作成中のお取引」から直接遷移することも可能です。>>>>> P.46 参照 

➢（ISO移行前）が表示されたお取引※は修正できません（削除のみ可能です）。再度ご依頼の場合は、お手数ですが「送金

依頼（画面入力）」メニューから新規で作成してください。>>>>> P.51 参照 

※当行では、SWIFT電文の ISO20022フォーマット移行に伴い、2025年９月16日以降の送金指定日の仕向送金は依頼フォーマッ

トを ISO形式の新フォーマットに変更しており、それ以前の送金指定日のお取引には（ISO移行前）が表示されます。 

受付番号 

 メモ 

１ 
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1 

2 

1 

2 

1 

2.2.3  表示された内容を確認し［修正］または［削除］を押しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.4  取引を削除する場合、［実行］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.5  取引が削除されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作成中取引の修正を行う場合 

ボタンを押す 

以降の操作手順は、送金依頼（画面入力）と同様です。

>>>>> P.51 参照 

作成中取引の削除を行う場合 

ボタンを押す 

ボタンを押す 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて修正／削除を行う場合 

ボタンを押す 

削除 

修正 

実行 

仕向送金メニューへ

テンプレートの登録 

作成中取引選択へ 

  
 

  
 

1 2 

1 

2 1 
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1 

2.3  取引照会 

2.3.1  メニュー［仕向送金］＞［仕向送金］＞［取引照会］を選

択します。 

 

2.3.2  検索条件を入力して、［絞り込み］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索条件を入力した       ボタン 

を押す 

➢送金指定日が、1年前までの取引が照会できます。 

➢最大1,000件までの取引が一覧表示されます。 

➢「全取引照会」の取引権限を保有するユーザは、他ユーザ作成分を含むすべての取引を照会できます。 

➢一時保存した取引は対象外とします。 

照会する場合は「作成中取引の修正・削除」から照会してください。>>>>> P.60 参照 

 メモ 

1 

絞りこみ 
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2 

2.3.3  検索結果の一覧より照会する対象を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

依頼内容を照会する場合 

リンクをクリック 

「仕向送金 照会結果」画面を表示します。 

>>>>> P.64 参照 

決済明細（計算書)を照会する場合 

決済明細の     ボタンを押す 

「仕向送金 決済明細」画面を表示します。 

>>>>> P.65 参照 

➢ISO移行前（旧フォーマット）の取引には、受付番号欄に“（ISO 移行前）”が表示されます。 

➢申込ファイル取得では、ISO移行前（旧フォーマット）と ISO 移行後（新フォーマット）の依頼を同時に選択して取得

できません。 ISO移行前（旧フォーマット）と ISO 移行後（新フォーマット）を分けて選択し取得してください。 

➢一覧に表示するステータスは以下のとおりです。 

 ステータス 取引の状態  

 承認待ち お客さま社内で、承認待ちとなっている状態  

 一次承認待ち お客さま社内で、一次承認待ちとなっている状態  

 最終承認待ち お客さま社内で、最終承認待ちとなっている状態  

 差戻済み お客さま社内で、承認者が差戻しを行った状態  

 引戻済み お客さま社内で、依頼者自身が引戻し（取下げ）を行った状態  

 返却済み お取扱不可となり、当行からお客さまに取引の返却（差戻し）を行った状態  

 申込済み 当行へのお申込みが完了した状態  

 受付中 当行でお取引を受け付けた状態  

 処理済み 当行での処理が完了した状態  

照会 

受付番号 1 

 メモ 

2 1 
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2.3.4  ご依頼内容が画面表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

➢（ISO移行前）の取引は、従来どおり旧フォーマットで表示されます。（但し、「テンプレート保存」や「複写作成」は 

できません。） 
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2.3.5  決済明細（計算書）が表示されます。 
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1 

 

2.4  承認待ち取引の引戻し 

2.4.1  メニュー［仕向送金］＞［仕向送金］＞［承認待ち取引の

引戻し］を選択します。 

 

2.4.2  引戻し可能取引一覧画面を表示して、［受付番号］リンク

をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

引戻しする取引の       リンク

をクリック 

➢以下ステータスの取引について、引戻しが可能です。 

 ステータス 説明  

 承認待ち シングル承認の場合に、承認待ちとなっている取引  

 一次承認待ち ダブル承認の場合に、一次承認待ちとなっている取引  

 最終承認待ち ダブル承認の場合に、最終承認待ちとなっている取引  

➢（ISO 移行前）の取引も引戻し可能です。但し、引戻し後の修正（再度の承認依頼）はできませんので、引戻し後は「作

成中取引一覧」から削除してください。>>>>> P.60 参照 

受付番号 

1 
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2.4.3  表示された内容を確認し、［実行］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.4  引戻しの完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンを押す 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて引戻しを行う場合 

ボタンを押す 

➢引戻しした取引は、「作成中取引一覧」より、修正・再依頼、または削除を行うことができます。>>>>> P.60 参照 

実行 

仕向送金メニューへ

テンプレートの登録 

取引一覧へ 

  
 

1 

2 1 
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